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日本身体障害者補助犬学会は、世界で唯一の補助犬訓練に携わる訓練従事者と当事者である補助犬

使用者、医療従事者、福祉関係者、獣医医療従事者、行政関係者、教育関係者など広く、補助犬に関

わる専門職、関係者が横断的に関わる学会です。身体障害者補助犬法が 2002 年 5 月 22 日に成立

してから 14 年、未だその認知度は低く同伴拒否はなくならず、補助犬法の認知度はむしろ低くなっ

ていると危惧される傾向も見受けられます。 

国連の「障害者の権利に関する条約」の締結に向けた国内法制度の整備の一環として、全ての国民

が、障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社

会の実現に向け、障害を理由とする差別の解消を推進することを目的として、平成 25 年 6 月、「障

害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（いわゆる「障害者差別解消法」）が制定され、平成

28 年 4 月 1 日から施行されます。 

第 9 回の本学術大会は、「障害者差別解消法」施行半年後の開催にあたることから、「ユニバーサル

社会と補助犬～障害者差別解消法をふまえて～」をメインテーマとして、補助犬使用者、車椅子使用

者、そしてすべての障がい者の生活と社会について討議をしたいと考えております。 

専門職、当事者、受け入れる側の企業関係者が一丸となれるような取組みと、一般市民への幅広い

理解を深めるために調査研究、発信を継続して参りたいと考えます。 

学術集会の開催経費は会員の参加費より賄うべきところではございますが、運営を滞りなく行うた

めには多額の費用を必要とします。つきましては、誠に恐縮でございますが、開催の意義にご賛同い

ただけますならば、貴社の日頃の取組みを広く市民、研究者に周知する場としても協賛を検討賜りた

く存じます。ご高配の程、何卒宜しくお願い申し上げます。  

末筆ではございますが、貴社の益々のご発展を心よりお祈り申し上げます。 

2016 年 7 月 1 日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご挨拶 

 

日本身体障害者補助犬学会第９回学術大会 大会長   

甲南女子大学看護リハビリテーション学部 教授 

           神沢 信行 
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１．開催趣旨 

身体障害者補助犬が 2002 年 5 月 22 日に成立してから 1４年、未だその認知度は低く同伴拒否

はなくならず、補助犬法の認知度はむしろ低くなっていると危惧される傾向も見受けられます。 

犬は最も古くからの人間の伴侶動物として生活を共にして来た動物です。補助犬は障がい者に 

とって心の支えとなり、生きがいともなり、機能的自立を支えるに留まらず、精神的安定やエンパ

ワメントにもつながるところが、道具とも介助者による介助ともまったく異なる大きな効果といえ

ます。より多くの専門職、そして一般の方々に、補助犬の素晴らしさと、身体障害者補助犬法のこ

とを知って頂くとともに、「障害者差別解消法」と補助犬についても今大会のテーマとして、より積

極的に社会全体で考える契機としたい。 

 

２．テーマ 「ユニバーサル社会と補助犬～障害者差別解消法をふまえて～」 

 

３．主催、後援等 （予定） 

 主催：日本身体障害者補助犬学会 第９回学術大会 

 後援：厚生労働省、国土交通省、兵庫県、神戸市、 

    身体障害者補助犬を推進する議員の会、公益社団法人日本獣医師会、 

    一般社団法人日本小動物獣医師会、公益社団法人日本動物病院協会、 

    公益社団法人日本リハビリテーション医学会、公益社団法人日本看護協会、 

         公益社団法人日本理学療法士協会、一般社団法人日本作業療法士協会、 

    一般社団法人日本義肢装具士協会、一般社団法人日本車椅子シーティング協会、 

    一般社団法人日本リハビリテーション工学協会、 

    ほか 

 

４．会期：平成 28 年 10 月 29 日（土）～30 日（日） 

 

５．会場及び所在地： 

 

 市民向け公開講座：神戸空港ターミナル 

   （住所：神戸市中央区神戸空港 1 番） 

 

 学術大会：神戸大学先端融合研究環統合研究拠点コンベンションホール 
           （住所：神戸市中央区港島南町 7 丁目 1-48） 

    

６．学術大会参加対象、人数： 

    学術大会プログラム 300 名 

    補助犬訓練事業者、認定法人、補助犬使用者、医療従事者、福祉関係者、獣医師、 

行政関係者、教育関係者、その他 

市民向けプログラム（10 月 29 日） 一般市民 300 名 

開催概要 
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７．参加費： 

学術大会プログラム 会員：5,000 円（事前登録は 4,000 円）、 

          学生会員：3,000 円、（事前登録は 2,000 円）、 

          一般：5,000 円、一般学生：3,000 円 

市民向けプログラム参加費：無料 

 

８. プログラム委員 

 大会長 神沢 信行 甲南女子大学看護リハビリテーション学部 教授 

 委 員 三浦 靖史 神戸大学大学院保健学研究科 准教授 

         髙栁 友子 日本身体障害者補助犬学会 理事、 

    社会福祉法人日本介助犬協会 事務局長（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科医師）  

     川村 慶 一般社団法人日本車椅子シーティング協会 代表理事 

  剣持 悟    一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 理事 

     冨永 佳与子 公益社団法人 Knots 理事長 

  吉田 文 大阪保健医療大学保健医療学部准教授（作業療法士） 

     石川 智昭 （株）スイッチオンサービス（理学療法士） 

     北澤 光大 NPO 法人 兵庫介助犬協会 理事長 

  岡本 祐己 公益財団法人 関西盲導犬協会 

 

９．プログラム （予定） 

 

   10 月 29 日（土） 

 ・市民向け公開講座 

  補助犬デモンストレーション、 

  スペシャルゲストトークを予定 

 ・懇親会  

  学会参加者、協力団体、協賛団体など参加、情報交換 

  各団体活動報告 

  優秀論文賞表彰 など 

     

   10 月 30 日（日） 

 ・基調講演：岸田ひろ実氏 

 ・シンポジウム：ユニバーサル社会と補助犬～障害者差別解消法をふまえて 

   秋山 仁氏（厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部企画課 自立支援振興室） 

      梶村 政司氏（中電病院リハビリテーション科） 

      岸田 ひろ実氏（株式会社ミライロ） 

 ・一般演題（公募） 
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１．募集内容 

募集 1 口につき、以下（１）～（３）の広告機会を提供します。 

2 口以上お申込みの場合は、口数に応じて、ロゴマークサイズを大きくします。 

2 口以上のお申込みをできる限りお願い申し上げます。 

２．協賛料金  

1 口：50,000 円（税込み） 

３．募集期間 

201６年３月１０日（木）～10 月 3０日（日） 

＊大会当日の看板への掲載は、10 月 1４日（金）までのお申込みが対象となります。 

  

4．協賛団体、企業様の表示方法、媒体 

（１）大会当日のロゴマーク、社名の表示 

 ・市民向けプログラム開催時に、会場ステージ付近に企業ロゴマーク、社名を掲載した看板を設置。 

  

 ・学術大会開催会場において、プログラム開始前後にスクリーンに協賛企業ロゴマーク、社名を掲載、 

  看板を設置。 

 

  ＊当日は複数のメディア取材を予定しております。メディアでの映像利用がなされることも 

ありますのでご了承願います。 

  

（２）大会ホームページでのロゴマーク、社名の掲載、バナー広告の掲載（希望に応じて） 

掲載期間：201６年４月 25 日（月）～201７年３月 31 日（金） 

         ＊掲載開始はお申し込み後、データをいただき、設定以後の掲載となります。 

掲載場所：日本身体障害者補助犬学会 第９回学術大会ホームページ 

         http://www2.convention.co.jp/jssdr９/ 

閲覧対象者：本学会会員、演題応募者、参加事前登録者、一般市民 

 

ホームページへのバナー広告の希望有無を申込み用紙にご記入ください。 

ご希望をいただいた場合には、リンク先、掲載バナーデータについて運営事務局からお伺い 

します。（掲載バナーデータはご用意願います） 

 

（３）学術大会抄録集（学会誌 【日本補助犬科学研究】）への社名掲載 

   本大会講演抄録集に、協賛企業・団体として応募企業・団体名を記載します。 

発行日：201６年 10 月１１日（予定） 

発行部数：500 冊／配布対象：日本身体障害者補助犬学会会員、非会員購入者（約 400 名） 

   

５．申込み、ご振込方法 

   添付の「協賛申込書」に必要事項をご記入の上、運営事務局までファクスにてお申込みください。 

   協賛金お振込み先：お申込みをいただきました段階で別途ご連絡申し上げます。 

協賛募集要綱 
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大会長事務局 
甲南女子大学 看護リハビリテーション学部理学療法学科教授 

神沢 信行 

TEL：078-413-3584  FAX：078-413-3584 Email：nobkan@konan-wu.ac.jp 

 

事務局本部 
〒150-0045 東京都渋谷区神泉町 21-3-3F 

日本身体障害者補助犬学会事務局（公益財団法人日本盲導犬協会東京本部内） 

TEL：03-3468-1733 Email：info@jssdr.net 

 

お問い合わせ先（運営事務局） 
日本身体障害者補助犬学会 第 9 回学術大会 事務局 

日本コンベンションサービス株式会社 中部支社 

〒460-0003 名古屋市中区錦 3-6-35 名古屋郵船ビル 4 階 

TEL：052-957-2131 FAX：052-954-2355 E-mail：jssdr9@convention.co.jp 

 

 

 

 

 

第 1 回 大会長：竹前栄治（東京経済大学名誉教授） 
   開催日時：平成 18 年 1 月 29 日（日） 
 開催場所：国立身体障害者リハビリテーションセンター学院講堂 
 
第 2 回 大会長：池本卯典（日本獣医生命科学大学学長） 
 開催日時：平成 19 年 6 月 23 日（土）・24 日（日） 
 開催場所：日本獣医生命科学大学 
 
第 3 回 メインテーマ：「人と犬の絆・補助犬」 
 大会長：山﨑 薫（日本身体障害者補助犬学会 理事、学校法人ヤマザキ学園 理事長・学長） 
 開催日時：平成 21 年 10 月 17 日（土）・18 日（日） 
 開催場所：ヤマザキ動物看護短期大学 
 
第 4 回 メインテーマ：「より永く、より幸せに～補助犬に求められる獣医学～」 
 大会長：鷲巣月美（日本獣医生命科学大学獣医学部臨床病理学教室 准教授） 
 開催日時：平成 23 年 10 月 29 日（土）・30 日（日） 
 開催場所：日本獣医生命科学大学 
 
第 5 回 メインテーマ：「身体障害者補助犬法：次の 10 年に向けての提言」 
 大会長：三浦靖史（神戸大学 大学院 保健学研究科 准教授）  
 開催日時：平成 24 年 10 月 27 日（土）・28 日（日） 
 開催場所：宝塚ソリオホール  
 
第 6 回 メインテーマ：「補助犬のウェルビーイング～健康と福祉を考える～」 
 大会長：林 一彦 日本大学松戸歯学部 特任教授 
 開催日時：平成 25 年 10 月 26 日（土）・27 日（日） 
 開催場所：日本大学 松戸歯学部校舎棟 
 
第 7 回 メインテーマ：「人にも動物にもやさしい社会をめざして」～2020 年に向けて～ 
 大会長：髙栁友子（医師/社会福祉法人日本介助犬協会 事務局長） 
 開催日時：平成 26 年 9 月 20 日（土）・21 日（日） 
 開催場所：中部国際空港セントレア 
 
第 8 回 メインテーマ：「補助犬が拓く 楽しい旅、やさしい社会 ～2020 年に向けて～」 
 大会長：秋田 裕（日本身体障害者補助犬学会 理事長） 
 開催日時：平成 27 年 10 月 31 日（土）・11 月 1 日（日） 
 開催場所：羽田空港 国際線旅客ターミナル ４F TIAT SKY ホール 

日本身体障害者補助犬学会 開催実績 
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第 7 回学術大会（2014 年）実施報告(ご参考) 

 

●市民公開講座 9 月 20 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スペシャルトーク   安藤 美姫さん   大日方 邦子さん   狩野 亮さん 

補助犬デモンストレーション  
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講演 9 月 21 日 

●学術大会 

＜基調講演 スーザン・ダンカン看護師 元ナショナルサービスドッグ所長 講演＞ 

 

 

＜＞「 

 

 

 

 

 

＜シンポジウム＞ 

「すべてのお客様に快適なおもてなしを 〜私達の取り組み〜」 

     「補助犬受け入れの取り組みと今後について」 

黒沢 直子氏 

日本航空プライオリティ・ゲストセンター 

     「テーマパークにおける補助犬受け入れと今後について」 

野口 浩一氏 

株式会社オリエンタルランド CS 推進部 

     「中部国際空港のユニバーサルデザイン」 

荒尾 和史氏 

中部国際空港株式会社 取締役執行役員、空港運用本部長 

 

 

＜航空関係者向け車椅子セミナー＞       
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第８回学術大会（2015 年）実施報告(ご参考) 

 

 

10 月 27 日 航空関係者向け補助犬受け入れセミナー 

羽田空港 ANA ホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 31 日 補助犬デモンストレーション 

羽田空港国内線第 1 旅客ターミナルビル 2 階「マーケットプレイス」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 31 日 補助犬デモンストレーション 

羽田空港国際線旅客ターミナルビル ４階「江戸舞台」 スペシャルゲスト 安藤美姫さん 
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10 月 31 日 補助犬使用者向け 羽田空港体験ツアー 

 

 
 

 

 

 

11 月 1 日 学術大会講演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<シンポジウム＞ 

 演者： 田中 穂積 氏（日本旅行協会 バリアフリー旅行部会 部会長）  

         「障害者差別解消法と旅行業界の対応」  

       垣内 俊哉 氏（ 株式会社ミライロ代表取締役社長、 

             一般社団法人日本ユニバーサルマナー協会代表理事）  

        「旅行業界におけるユニバーサルマナー」  

        大槻 正伸 氏（ANA おからだの不自由な方の相談デスク 主席部員）   

           「おからだの不自由なかたへの空の旅へのお手伝い」  

        指定発言：介助犬使用者 佐藤美樹＆介助犬・いろは 
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日本身体障害者補助犬学会 第９回学術大会 協賛申込書 

 

 事務局宛て FAX：052-954-2355  

 

■申込者                       お申込み日： 201６年  月  日 

会社名 

 

 

 

所在地 

〒   － 

 

 

 

代表者 

氏名 

 

 

 

役職 

 

フリガナ  

所属・ 

役職 

 

ご担当者

氏名 

 

 

 

TEL 
 

 
FAX 

 

E-mail              ＠ 

 

■申込内容 

 ＊（  ）内をご記載ください。 

 

 

協賛  50,000 円 ×（   ）口 ＝（         円） 
 

■ホームページバナー広告 

 

希望する（    ）  希望しない（    ） 

 
備考：ご要望などございましたら、ご記載ください。 

 

 


